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○ 過去５年間のスリップ事故発生時の
タイヤの装着状況を確認すると、約６
割の車両はノーマルタイヤ（夏タイヤ）
を装着していました。

冬タイヤ等の装着状況

○ 冬季のお出かけの前に、気象庁HP
で、あらかじめ降雪などの気象状況
を確認しましょう！

気象状況のこまめなチェック
気象庁「今後の雪」
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タイヤによる制動距離比較

○ 積雪・凍結路におけるノーマルタイヤでの走行は、
交通違反です。
※ 茨城県道路交通法施行細則 第13条(4)
（反則金：普通車 6,000円）

法令違反について


